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1. 研究背景研究背景研究背景研究背景 

 THz (テラヘルツ)波は、電波の透過性と光波の直進性という特徴を併せ持つ周波数帯として、

様々な分野で応用が期待されている。我々は THz 波検出器として、基板で THz 波を吸収し基

板内で発生するフォノンを媒体として検出する基板吸収型 STJ(Superconducting Tunnel Junction)

検出器を提案している

[1]
。しかし基板内で発生したフォノンは等方的に拡散するため、基板に

複数の STJ 検出器を配置しても位置分解能が低下する。これを解決するため、fig.1 に示す様に

基板を加工して位置分解能を向上させ、加工部からの THz 波の入射を防ぐために Al を堆積さ

せた構造を提案した

[2]
。この構造を、STJ 検出器が作製された基板にダイシング装置によって

切削し、スパッタによって加工部に Al を堆積させることで実現した。本研究では、提案する

検出器のイメージング利用に向けて、この構造での THz 波検出実験について報告する。 

2. THz 波検出試験波検出試験波検出試験波検出試験 

 これまでに提案する構造の作製方法について議論され、基板の加工条件と加工部に対する

Al の堆積については作製に成功している

[3]
。本研究では、実際に提案した構造の素子に THz

波を照射し、検出については当日報告する。 
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Fig.1 Substrate absorption type STJ detector with substrate processing 
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